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統合開発環境のためのアスペクト指向システム

薄 井 義 行 † 千 葉 滋 †

1. は じ め に

本発表では我々が開発した統合開発環境のためのア

スペクト指向システム Bugdelのデモを行う。Bugdel

ではアスペクト指向を利用してテストやデバッグ用

コードの指定を行う。アスペクト指向を利用すること

でソースコードと、これらの追加コードを別々に指定

できる。また、テスト、デバッグに特化したアスペク

ト指向システムでありAspectJのような従来の汎用的

なアスペクト指向システムには無い機能を提供する。

2. アスペクト指向を利用したデバッグ、テス
トコードの記述

ソフトウェア開発においてテスト、デバッグが必ず

行われる。その際、開発中のプログラムにテストのた

めのコードやデバッグのためにトレースコードを追加

する。これらのコードは本来、開発中のプログラムに

は関係のないものでありソースコードとは別に記述さ

れるべきである。アスペクト指向を利用することで、

これらのコードを別に記述できる。

2.1 アスペクト指向とは

アスペクト指向とはロギング処理や同期処理などの

ような複数のクラスにまたがる処理をアスペクトとし

てモジュール化する技術である。アスペクトは主に次

の要素から構成される。

Pointcut コードの実行位置を指定

Advice 実行するコードを指定

Pointcut ではプログラム中の任意の位置を指定でき

るわけではなく、フィールドアクセスやメソッド呼び

出しなどのイベントを指定する。汎用的なアスペクト

指向システムとして Javaを言語拡張したアスペクト

指向言語 AspectJがある。以下に AspectJで記述し

たアスペクトのコード例を示す。
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1 public aspect Logging{

2 pointcut p():

3 call(void Figure.set*(..));

4 before():p(){

5 System.out.println("call set");

6 }

7 }

このコードは Figure クラスのメソッドで名前が set

で始まるメソッドの呼び出し位置でコンソールへの出

力をするためのアスペクトである。

2.2 AspectJの問題点

AspectJではアスペクトをプログラミング言語で記

述する。しかし、デバッグのためだけに 2.1章で示し

たような pointcut記述を行うのではプログラマへの

負担が多い。

また、汎用的なアスペクト指向システムである反面、

デバッグやテストに不向きな点がある。一つめは、任

意のソースコードの位置を pointcutで指定すること

はできない。例えば、ソースコードの 10行目という

pointcutの指定は行えない。二つめは、Adviceコー

ド内から pointcutで指定した位置に存在するローカ

ル変数にアクセスできないためローカル変数をトレー

スするコードを記述できない。

さらに、AspectJ では pointcut を指定する際にメ

ソッド名やフィールド名を指定する。それらの名前を変

更した場合 pointcutの対象にならなくなってしまうと

いう問題がある。例えば、call(void Point.setX(int))

という pointcutが指定されている状態で setXメソッ

ドの名前を setterXにした場合、setterXは pointcut

の対象にならなくなってしまう。

3. Bugdel

前章で述べた問題点を解決するためにテスト、デバッ

グに特化したアスペクト指向システム Bugdel を開発

した。

Bugdelは統合開発環境であるEclipseのプラグイン

として実装されておりGUIを利用して pointcutの指

定を行う。例えば、ソースコードのクラス名やメソッ
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図 1 Bugdel のデモ画面

ド名をマウスでクリックすることで pointcut を指定

できる。また、Bugdelが提供するソースコードブラ

ウザを利用して、検索ベースで pointcut の指定がで

きる。GUI を通して pointcut の指定ができるため、

AspectJに比べて容易に利用できる。

Bugdelはテストやデバッグに特化したアスペクト

指向システムであり汎用的なアスペクト指向システム

には無い機能を提供する。一つめは、ソースコードの

行番号を pointcutで指定する line pointcutを提供す

る。これにより、ほぼ任意の位置でテスト、デバッグ用

コードを実行させることができる。二つめは、メソッ

ド内の全ての行番号を指定する allLines pointcut を

提供する。これによりステッ実行を擬似的に行える。

三つめは、Adviceコード内から pointcutで指定した

位置に存在するローカル変数へのアクセスが可能であ

り、ローカル変数に対するリフレクション機能も提供

する。

さらに、Bugdel は pointcut に影響のあるソース

コードの変更を監視する機能を持っている。統合開発

環境の機能を利用することでクラスやクラスメンバ

の追加、削除を監視し、pointcut に影響のある変更

があった場合に警告を出しユーザに知らせる。ソース

コード検索ブラウザを利用して pointcutを指定した

場合には、検索の手順を保存する。その後、検索の手

順に影響のあるソースコードの変更があった場合には

警告を出す。

3.1 デバッグ、テストコードの埋め込み

Bugdelではアスペクトとして指定したテストやデ

バッグ用コードの追加をクラスファイルを変換すること

で行う。そのため、生成したコードの実行にはEclipse

や Bugdelは必要なく通常の JVM でテスト、デバッ

グが行える。

4. Eclipseの x86用 Solarisへの適用

現在（2005年 11月 15日）Eclipseのウェブサイト

で公開されているEclipseの最新バージョンは 3.1.1で

あり、さまざまなハードウェアと OS用の Eclipseが

配布されている。しかし、x86用 Solarisの Eclipseは

無い。これは、Eclipseの利用しているGUIコンポー

ネント SWTが対応していないためである。SWTは

高速に動作するがハードウェア、OS 依存のネイティ

ブライブラリが必要である。

そこで今回、x86用OpenSolaris上でデモを行うた

めに、x86用 Solarisに適応させた SWTライブラリ

を準備した。x86用 Solarisの SWTは SWT (spark

用 Solaris) のソースコードを x86用 Solaris上で再コ

ンパイルすることで生成できる。生成した SWTライ

ブラリを使うことで Eclipseが利用可能になる。


